
地域におけるESG金融促進事業

北九州市と地域民間団体との連携によるESGを考慮した

伴走型支援の仕組化（福岡ひびき信用金庫）



＜そもそもESG金融とは?＞

Environment(環境)、Social (社会)、Governance（統治）の頭文字をとった
もので、これら3つの側面を加味した財務、非財務の両面から企業を評価する
金融手法のことを言います。企業活動を行うことで与える環境や社会への影響、
効率的な収益の源泉となりえる統治を適切に評価し、単なる過去の実績評価だ
けにとらわれない金融を可能にする概念です。

これまで金融機関は財務情報に着目して融資先企業の企業評価を行ってきまし
た。しかし、近年は脱炭素社会へ向けた具体的アクションや従業員満足度(ES)、
BCP体制構築など企業に対して利害関係者から多様な期待・要求が向けられて
います。

金融機関としてESG要素に着目した事業性評価を行うことで、地域企業の価値
を発掘・支援し、SDGsや脱炭素社会の推進に繋げるものです。



＜当庫がESG金融に取り組む背景＞
北九州市の地場企業に根付いた金融機関として、市が目指すグリーン成長都市の実現に向けて
金融機関として積極的に関与していく必要性を感じたため。

〇目指すべき地域の将来（北九州市SDGs未来都市計画の達成）

「『真の豊かさ』にあふれ、世界に貢献し、信頼される

『グリーン成長都市』を目指して」

〇福岡ひびき信用金庫がESG金融を促進するために中小企業の脱炭素・

SDGsの達成への伴走支援を行うことで北九州市SDGs未来都市計画に貢献

〇市内中小企業「北九州SDGs登録制度」登録支援、登録後の取組みに

伴走支援を可能とする福岡ひびき信用金庫の審査・コンサル体制構築
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＜ESG地域金融 進事業での取り組み＞
当庫ではESG地域金融を推進する体制構築やノウハウを蓄積するために環境省のESG地域金融
 進事業へエントリーし、その採択を受けて庫内でのESG金融体制構築に向けた取り組みを進
めています。



＜当庫がESG金融を通じて事項・実現していきたい事項＞

１）全当庫役職員のESG、SDGs感度向上

２）当庫で活 できる地域特性を踏まえた非財務情報の評価方法の検討・策定

３）北九州市・地域民間団体との連携によるESG地域金融 進への貢献

４）北九州市SDGs登録制度と連携した事前コンサルテーションの仕組構築（入口側の支援）

５）ESG側面を重視した本業支援・金融支援メニュー開発（出口側の支援）

６）他社のＳＤＧｓ・ＥＳＧ支援メニューとの連携拡大

→脱炭素やSDGs達成に向けた企業の活動方針や目標設定を金融機関として入口側から積極
的に支援していくととともに、企業が活動を実施する際の本業支援・金融支援を行う出口
側の支援も実施することで、脱炭素やSDGsの推進を進めるとともに当金庫としても融資等
の拡大を目指していく。



＜参考 北九州市SDGs登録制度＞

この制度で登録を受ける為には

各社の脱炭素に向けた取り組みや従業員の働きやす
さ、資材の調達における環境・社会配慮、BCP検
討などの取り組み状況を纏めて報告するとともに将
来目標についても記載をする必要があります。

これらの活動はまさにESGと符合するものであり、
当庫はこの制度とも連携しながらESG地域金融を
進める体制の構築を進めています。

北九州市市内企業のSDGsに対する取組と目標を提出してもらい、登録する制度。
第一次登録でおおよそ200以上の会社が登録されています。

出所)北九州市SDGs登録制度HPより



＜庫内推進体制＞SDGs検討部会を発足

〇2021年10月1日付で発足（部会長：常勤理事ソリューション営業部部長）

参加７部署により庫内横断的に情報共有、ESG金融商品開発や金庫の取り組みを検討して
います。
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１０月２７日
営業店向け研

修

１１月
北九州市との
意見交換

１２月
役員向け研修

１月 ２月以降

ESG地域金融促進事業での当庫の取り組み

SDGsのおさら
い、ESG金融の
潮流及 

「北九州SDGs
登録制度」に
ついて

「北九州SDGs
登録制度」と
連携した伴走
支援について

取引先に対する「北九州SDGs登
録制度」の登録支援

検討部会で課題解決支援メ
ニューなどを検討

10月1日付SDGs検討部会発足。
SDGs・ESG金融 進の

中心として活動（横串組織）

職員向け
対話ツール
対話問答集の
作成
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北九州市の登録制度においてはSDGsや脱炭素などに向けた企業の取り組みを聞く12個の質問項目が
ありますが、具体的にこれらの取り組みを推進する企業に対する伴走支援を当金庫は目指しています。



＜参考：北九州市の制度融資・補助金などの支援策を積極活 ＞

出典：北九州市ホームページ



＜これからの取組み＞

・役職員への研修継続

・取引先へのセミナー開催（北九州SDGs登録制度申請に関する内容）

・事業者へのヒアリング（ESG金融について）

・職員 の対話 進ツール・ヒアリング問答集の作成

・部会での商品検討・来年度に向けたSDGs、ESG金融 進プランの検討

→企業の脱炭素に向けた取り組みを金融側面から支援するメニュー構築を
検討して参ります。(J-クレジット制度との連携も検討)



ご清聴ありがとうございました

    き  金庫


